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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業計画書

委員会名:
灯籠委員会
委員長名:
難波俊輔
事業名:

柿川灯籠流し事前清掃
文書名:

柿川灯籠流し事前清掃ス協3
文書作成者:
今泉知久
作成日:

平成26年5月8日
室長確認日:
平成26年5月8日


【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)が行ってきた柿川清掃事業は、昭和57年より環境美化運動と市街地活性化の目的で「柿川クリーン作戦」として始まりました。そして、近年では、柿川灯籠流しの事前準備としての清掃へと変化し、平成12年から正式に「柿川灯籠流し事前清掃」として引き継がれてきました。本年度も柿川灯籠流しを継続していくにあたり、安全に灯籠を流していただけるように事前清掃を行う必要があります。
2. 事業目的(対外)
本事業を通じて長岡の歴史を感じ、戦災殉難者への慰霊の気持ちの醸成を図ります。そして8月1日に戦災殉難者への慰霊の想いと恒久平和への願いをもって、灯籠流しに臨んでいただくことを目的とします。
3. 事業目的(対内）
8月1日の灯籠流しが安全に執り行えるよう事前清掃を行い、柿川灯籠流しに向けて慰霊の想いと平和への願いを醸成していただきます。また、率先して市民の前に立ち、長岡JCとしての誇りを持って市民とともに清掃をしていただくことを目的とします。
4. 事業の対象者

(1)対外対象者：メンバーご家族

長岡公務員・情報ビジネス専門学校　学生及び教師

小中学校　生徒、児童、保護者、及び教師
(2)対内対象者：長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

（１）実施日　：平成26年7月21日（月）　（予備日）：平成26年７月27日（日）
（２）実施時間：7：00～10：00

（３）設営時間：5：00～11：00
2. 実施会場

(1)会場名:  柿川及び周辺歩道
(2)(添付資料名):会場レイアウト
3. 参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

メンバーご家族　　　　　　　　　　　10人
長岡公務員・情報ビジネス専門学校　学生及び教師　40人
小中学校　生徒、児童、保護者、及び教師　　　　　　　38人
合計  88人

(2)対内対象者

長岡JCメンバー　160人（4月23日現在）
合計  160人

(3)参加推進方法

1 各種学校：各学校に訪問し、柿川事前清掃への参加を呼びかけます。

2 メンバー及び家族：例会及び各委員会開催時にPRします。
4. 外部協力者(協力種別)
（協賛）新潟県(長岡地域振興局地域整備部計画調整課)

（後援）長岡市

（環境部環境事業課、環境部環境施設課庶務係、都市整備部公園緑地課、土木部河川
港湾課、土木部道路管理課、総務部市民窓口サービス課)
平潟神社

長岡警察署

（株）エヌ・シィ・ティ

（参加）長岡公務員・情報ビジネス専門学校　学生、教師
        長岡市立南中学校　学生　保護者　教師

長岡市立阪之上小学校　児童、保護者
        長岡市立表町小学校　児童、保護者、教師
        長岡市立千手小学校　児童、保護者、教師

　　　  長岡市立希望ヶ丘小学校　児童、保護者、教師
　　　　
5. 引用著作物の有無
無
6. 実施組織

役割分担表　

事前準備

	内容
	担当

	総括
	難波俊輔委員長

	チーフ
	今泉知久チーフ

	サブチーフ
	上村英輔、鈴木顕治

	行政・外部協力団体担当
	高野泰副委員長、曳田竜介、佐藤智之

	学生担当
	松沢祐太、竹島祥三、高見礼央

	会場手配・周辺住民協力担当
	渡辺道郎、安藤一成、北國真哉

	案内配信、出欠確認(メンバー)
	大宮丈範運営幹事、二ツ家和樹、渡辺雄也、富澤光伸

	出欠確認（学生）
	大関雅人、板山正樹、関崎貴志、大関英晃

	安全対策
	北澤晃副委員長、倉重一郎、田村一貴

	備品手配
	高橋晋会計幹事、大塚隆則、韮澤圭介、佐藤辰徳、山口芳春

	ＰＲ
	小野高啓、松沢祐太、安藤一成、野上将司、
鄭ダウン、星野眞樹、野上修佑、渡辺誠之、
小柳圭介、諸橋和彦、佐藤太洋、佐藤栄治、
横山智樹


当日

	総括
	難波俊輔委員長

	チーフ
	今泉知久チーフ

	サブチーフ
	上村英輔、鈴木顕治

	備品管理、備品運搬
	高橋晋会計幹事、大塚隆則、倉重一郎、韮澤圭介、佐藤辰徳、山口芳春

	受付（メンバー）
	大宮丈範運営幹事、二ツ家和樹、渡辺雄也

	受付（学生参加者）
	松沢祐太、竹島祥三、高見礼央

	記録係
	渡辺道郎、小川文太

	趣旨説明
	北國真哉、関崎貴志

	作業内容及び安全対策説明

(各会場担当者)
	曳田竜介、富澤光伸

	緊急災害車両担当
	高野泰副委員長、大関雅人、田村一貴

	会場設営
	委員会メンバー、出向メンバー


各エリア清掃時担当

	担当エリア
	担当員会
	担当者◎リーダー○サブリーダー

	本部
	灯籠委員会
	難波俊輔委員長、大宮丈範副委員長、髙橋晋会計幹事、今泉知久チーフ

	第1会場

（一の橋下流エリア）
	ＬＯＭスタッフ

新入会員
	北澤晃副委員長、倉重一郎、◎佐藤栄治、○野上修佑、星野眞樹

	第2会場

（追廻橋上流エリア）
	総務広報委員会

人材育成委員会
専門学生（男子）
	高野泰副委員長、渡辺道郎、◎佐藤智之、○大関英晃、板山正樹、諸橋和彦

	第3会場

（追廻橋～都橋エリア）
	まちづくり委員会
経営心学委員会

専門学生（男子）
	大関雅人、小川文太、◎佐藤太洋、
曳田竜介、○山口芳春

	第4会場

都橋下流エリア
	おまつり委員会

長岡の未来特別委員会

専門学生（男子）
	竹島祥三、上村英輔
◎野上将司、○渡辺雄也、田村一貴

	歩道部分

（第1会場～第4会場）
	小中学生、保護者
	松沢祐太、◎鄭ダウン、○富澤光伸
北國真哉

	平潟神社境内
	メンバー家族

専門学生（女子）
	小野高啓、安藤一成、◎二ツ家和樹、○田村一貴、渡辺誠之

	車両、ゴミ収集管理
	青少年委員会
	大塚隆則、鈴木顕治、◎関崎貴志、○小柳圭介、横山智樹


7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容

①  事前準備

· 備品の精査

· 清掃を安全に行なう為に事前に委員会メンバーで会場の下見を行ないます。

· 学生ボランティアの皆様へ平和学習の中で戦災の史実を伝えます。
2 　柿川清掃の実施
· 受付（平潟神社境内）

· 開会式（理事長挨拶、委員長挨拶、出向メンバーから柿川灯籠流しの趣旨説明、黙祷）

· 清掃会場に移動し会場毎に作業内容の説明と安全講習を行ないます。

· 柿川清掃（河川内、河川側壁、河川周辺道路、周辺道路の側溝）を行ないます。

（草取り・ゴミ拾い・推積物除去・清掃・磨き・洗浄）

· ゴミの集積は各所のゴミを麻袋に詰め、指定集積所に搬入を行ないます。

· 清掃終了後、第2会場へ移動

③　 閉会式
· 理事長挨拶　委員長挨拶
· 解散

(2)当日までのスケジュール

3月　　上旬　　　　　備品確認

4月　　上旬　　　　　行政関係等、協力団体への挨拶、調整開始

6月　　上旬　　　　  各学校での平和学習の際に、PR
　　　　　　　　　　　長岡市、新潟県（長岡地域振興局）と打ち合わせ

　　　　　　　　　　　マスコミへ訪問（挨拶、打ち合わせ）

　　　　中旬　　　　　プレスリリース（柿川灯籠流し事業を含めた依頼）

　　　　　　　　　　　長岡JCメンバーへのPR開始
用具及び備品最終チェック

7月　 上旬 　　　　　清掃会場へ現地調査、確認

7月　 13日（日）　　当日の作業内容、担当箇所を事前メール配信

19日（土）　　事前準備最終（委員会メンバー）

　20日（日）　　前日準備

　　　21日（月）　　事業当日（実施判断、当日準備）

　　　27日（日）　　予備日

(3)当日のタイムテーブル

5:00～5:15　　実施・中止判断（中止の場合は参加者へ連絡）

5:30～6:30 　 委員会メンバーにて会場設営、備品準備

6:30～7:00　　メンバー及び外部参加者の受付開始（平潟神社境内）

7:00～7:05　　理事長挨拶

7:05～7:08　　委員長挨拶
7:08～7:16　　趣旨説明
7:16～7:18　　長岡市戦災殉難者慰霊塔前にて黙祷
7:18～7:25　　清掃分担、清掃会場の説明

7:25～7:40　　清掃会場へ移動

7:40～7:45　　清掃会場ごとに作業内容の説明と安全講習（危険予知活動）

7:45～9:30　　清掃作業
清掃会場毎に休憩（8:40頃に10分程度）

各会場の進捗状況により委員会メンバーは作業状況の打ち合わせ

9:30～9:40　　作業終了・後片付け・本部テント付近に集合

9:40～10:00　 閉会式・解散

10:00～11:00   委員会メンバーにて回収エリアの整備、備品撤収

8.　参考例からの引継事項

1 各種申請手続きに手間取り、申請が事業間際になってしまったところがありました。各種団体折衝表を添付しますので参考にしてください。

添付：関係団体折衝表
[対策]　4月上旬までに挨拶を済ませ、4月一杯で申請書類を提出する予定です。
2 胴長に関して、靴のサイズが小さくて履けないメンバーが多くいたので、新たに購入する事を検討してください。
[対策]　27㎝のサイズのものを4つ購入予定です。
収支予算書
3 天候不良や河川の状況により事業を実行、または中止の基準をあらかじめ決める必要があると考えますので、明確な判断基準を設けてください。
[対策]  小雨時は決行しますが、専門学生を除くボランティアの方には参加を遠慮していただきます。第一会場に浸水した場合は完全に中止にします。
4 中止判断時のボランティアへの連絡マニュアルを作成してください。
[対策] 　中止時連絡網を作成しました。
5 エンジンポンプに関して、事前のエンジン始動確認と放水確認までを行って下さい。
[対策]　事前にエンジン始動と放水確認をします。
6 休憩中の喫煙に関して、分煙化の配慮が必要であると思いますので検討してください。

[対策]　喫煙場所を指定しました。
会場レイアウト
7 土嚢回収の時に口が縛っていなかった為に泥がこぼれてしまいました。清掃会場担当者に土嚢袋の口の紐を縛って回収する事を徹底してください。
[対策]　会場担当者が説明を行った上で確認を行うことで徹底します。
8 翌日の土嚢回収は行政にお願いしており、業者が実施します。その際、作業車の誘導は行ってもらえますが、歩道部分の誘導等が必要な為、必ず2名以上のメンバーを立会いとして出してください｡
[対策]  2名以上のメンバーが立ち会うようにします｡
9 事前清掃の理事会への上程の際に、灯籠流し事業との関連性が分かりづらいということで、灯籠流し事業の内容を示していただきたいという意見をいただきました。同時に上程することも検討してください。
[対策]　同時に上程します。
10 作業エリア全体の進捗状況を把握し人員の移動、補充を迅速に行って下さい。
[対策]　進捗状況は常に確認し、遅れている会場には人員を送るなどの対応をします。
11 今回の事前清掃は延期になりませんでしたが、予備日の事も考慮し、日時指定のある申請書（道路使用許可　等）は予備日を含めた申請が必要です。
[対策]　予備日の分も申請します。
12 本年度は出向メンバーに会場を担っていただきましたが、ベテランメンバーを補佐として付ける事が必要でした。
[対策]　ベテランメンバーを各会場に配置しました。
会場レイアウト
13 ボランティアで参加された方へお菓子の謝礼が必要なのか検討をお願いします。
[対策]　ボランティアなので謝礼は用意しないこととしました。
14 清掃に参加してくれた方（JCメンバー、ボランティア参加者）全員が清掃手順を把握できるように工夫が必要です。
[対策]　事前説明の時に全体の作業の流れを説明します。またボランティアを各所に分散させることで、メンバーの行動を見ながら次の行動に移れるようにします。
15 護岸を洗い流すエンジンポンプを高圧洗浄機等で対応が可能か検討をお願いします。
[対策]　護岸の劣化が目立ち、剥離する恐れがあるので使用しないこととしました。
9.　本年の工夫と期待される効果

① 参加してもらう各学校の学生に柿川灯籠流しの意義を知ってもらう為に平和学習をしっかりと行った上で、事前清掃にも参加していただくようにします。
【効果】慰霊の想いと恒久平和への願いの醸成を図り、心のこもった清掃を行っていただき、柿川灯籠流しに参加していただけることが期待できます。
②メンバーと参加していただく方達で、グループで作業に取り組んでもらいま　　　　　　　す。
【効果】学生やご家族の方々との作業によって、メンバーにJayceeとしての自覚と誇りを
持ってもらう事ができます。また、本事業への想いを理解していただく機会とな
り、市民とJCの距離が近づくことが期待できます。
　
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項
(1)公益目的事業23項目該当番号･内容､及び理由
番号･内容:19項 地域社会の健全な発展を目的とする事業
理由:今年で31回目となる柿川灯籠流しを今年も継続して安全に行なう事は地域社会の健全な発展の為に必要な事と考えられるので､その事前準備にあたる本事業も､その一部に該当すると考えます｡
(2)上記の目的を実現するために事業実施において注力する点
柿川灯籠流し当日に会場周辺の衛生面･安全面が確実に確保できるように清掃終了時､柿川灯籠流し当日の設営･実施を想定しての安全対策確認を事業参加者全員で行ないます｡
(3)判断理由
①…事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由

　　　　　　本事業は柿川灯籠流しを安全に行なうための事前準備にあたる事業です。したがって柿川灯籠流しという公益的事業が不特定多数の利益になっていると考えるため、本事業も不特定多数の利益になっていると判断できます。

②…事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由

参加員数計画にありますように本事業は長岡JCメンバーだけで行なうものではなく、学生ボランティアやご家族に協力していただいて行なう事業となっています。

11.　依頼事項

(1)対外対象者向け
①　慰霊の想いを込めての清掃の為、可能であれば白い上着（体操着、ポロシャツ、Tシャツ等でお願いします。）

②  ズボン、履物は作業を行ないやすく汚れてもよい服装でお願いします。

(2)対内対象者向け

①  慰霊の想いを込めての清掃の為、白いポロシャツでお願いします。

②  ズボン、履物は作業を行ないやすく汚れてもよい服装でお願いします。

(3)LOMスタッフ向け

　　　なし
12.　審議のポイント

　　メンバー及び一般参加者の服装について
13.　予算総額

(1)  金296,000円
(2)　収支予算書



【審議対象資料一覧】

（１）審議対象資料

1 メンバー家族参加者に関する詳細事項
2 案内文(メンバー向け)
3 案内文（関係行政・諸団体向け）

4 案内文（小学生ボランティア向け）
5 案内文（小学生保護者向け）
6 案内文（中学校宛て案内文）
7 案内文（中学校保護者向け）
8 案内文（専門学校学生向け）
9 プレスリリース
⑩　　道路使用許可申請書（位置図、付近見取図）
⑪　　収支予算書
（２）参考資料

1 　　備品リスト
2 　　会場レイアウト
3    事前清掃作業フロー
4    清掃内容マニュアル
5    緊急災害時連絡網
6 　 関係団体折衝表
7    中止時連絡網
8    安全講習（危険予知活動表）
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平成26年 4月 1日
第18回スタッフ会議

平成26年 4月16日
第10回委員会


平成26年 4月 18日
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第 11回委員会


平成26年　5月  7日

第 20回スタッフ会議
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【前回までの流れ(意見と対応)】
第18回スタッフ会議　　　　　平成26年4月16日
[背景、目的について]

Ｑ：会場を清める必要があるといいますが、不純なものを清める必要があるという意味合いにも取れ、あまりいい表現ではないのではないでしょうか。
Ｏ：慰霊という意味合いは大賛成ですが、清めるという言葉に違和感があります。
Ａ：「清める」という表現で伝えたかったことは目的で伝えているため、背景からは削除しました。
Ｑ：JCの誇りとは何でしょうか？
Ａ：長岡青年会議所は夢あふれる社会の創造に向けて、地域と共に歩み続ける団体であるという誇りです。市民とともに行う柿川灯籠流し事前清掃に必要な誇りであると考えます。

[安全対策について]
Ｑ：実際に事故にあった場合、本当にフローチャート通り動けるのか確認するべきではないでしょうか。
Ａ：委員会メンバーであらかじめ予行練習を行います。
Ｑ：階段等で毎年破損している箇所が見当たり、子供やお年寄りにとって危険であるため、市に報告は上げてみるべきではないでしょうか。
Ａ：事前に写真を撮り、河川港湾課に提出し、補修工事をお願いします。予算の関係で本年度が厳しいようであれば、次年度に予算計上していただけるよう依頼します。

[備品について]

Ｑ：胴長を4つ購入するのは適切でしょうか。
Ａ：現在、所有している胴長で、27cm1つ、25cm3つが使用可能です。各エリアで2つずつ必要ですので、27cm4つを新規購入できれば足りる状況です。
Ｑ：エンジンポンプのトラブルが毎年見受けられます。それらの対策は考えているのでしょうか。
Ａ：当日のトラブルに備えて、一台予備を用意します。また今年は事前に委員会メンバーと出向メンバーで講習を行い、各会場に置いたポンプには、講習を受けたメンバー以外は触ることを禁止することで対策します。
[予算について]
Ｑ：最後に流す灯籠は予算に入れるべきではないでしょうか。
Ａ：予算に追加しました。
[事業内容について]
Ｑ：毎年、会場によって早く終わる場所がありますが、終わった人たちが遊ばないようにする必要があるのではないでしょうか。
Ａ：今年は出向メンバーと、学生たちをグループで動かすことで、会場の進行度によって人を移動させやすくしました。

Ｑ：事業の予備日である7月26日は会員会議所会議と重なっています。
Ａ：27日に変更いたしました。
Ｑ：毎年セレモニーの声が後ろまで聞こえず、前と後ろで温度差が生まれているので、並び方を工夫するべきではないでしょうか。
Ａ：参加者の顔が見えるよう子供や学生は前に、大人は後ろに並んで声が聞けるよう配置し、なるべく隙間を開けないよう詰めて整列していただくように声掛けします。
Ｑ：柿川に設置してある長岡青年会議所の看板が汚れていますので、清掃するべきではないですか。
Ａ：看板も清掃を行います。

[各団体への案内について]
Ｑ：灯籠流しの事業計画書の方でもいいかと思いますが、プレスリリースで密着取材を受ける旨を表記してはいかがでしょうか。
Ａ：密着取材をしていだけるよう、プレスリリースを修正しました。
Ｑ：毎年、清掃当日は神輿の担ぎ手の練習を行っていることが多いですが、メンバー向け案内文にてその案内も記載してはいかがでしょうか。
Ａ：おまつり委員会に確認したところ、本年度は清掃後の神輿練習を行う予定がないとのことでした。
Ｑ：灯籠流しに参加する保育園児の親御様にも、清掃の参加に声を掛けてはいかがでしょうか。
Ａ：保育園児ができる作業がなく、危険も伴うため、小学生以上が望ましいと考えます。保育園児の親御様のみの参加は過剰な人員となるため、危険性を考慮し、小中学生の親御様のみへお声掛けします。
第19回スタッフ会議

平成26年　4月30日
[安全対策について]
Ｑ：緊急災害時連絡網が瀧川室長で止まっていますが、何かあった場合は必ず理事長まで報告するべきではないでしょうか。
Ａ：理事長まで報告が行くよう変更しました。

[予算について]
Ｑ：塩飴の購入が含まれていますが、昨年度の残りが事務局にあるので、それを使えばいいのではないのでしょうか。

Ａ：昨年度の余りは今年の5月で賞味期限が切れるため新たに購入が必要です。また、昨年度はかなりの量が余ったため、今年は数量を減らしました。
[清掃後に灯籠を流すことについて]

Ｑ：なぜ清掃作業終了後に灯籠を流すことにしたのですか。
Ｑ：誰が灯籠を流すのですか。
Ｏ：日中に灯籠を流すことに違和感があります。8月1日に灯籠を流すことに意味があるのではないでしょうか。

Ｏ：手を合わせることは空襲で亡くなった方へ対してであって、灯籠に合わせるものではありません。

Ｏ：なぜ8月1日に灯籠を流すのか、その意味をもう一度考え直すべきです。

Ａ：昭和20年8月1日22時30分に長岡空襲があり、1484名もの市民の方が亡くなりました。その方々への慰霊の想い、そして恒久平和への願いを込めて灯籠流しを行います。この長岡空襲を風化させず、広く多くの市民の方へ伝えるためにも、8月1日の当日に灯籠流しを行う必要があります。また22時30分に灯籠を流す事ができれば一番理想的ですが、安全面や、子供たちが参加しやすいこと、灯籠の灯が綺麗に映えることを考慮すると暗くなる時間である19時にセレモニーを開始することが最適です。灯籠流しはひとつの手段ですが、目的を達成するための手段として最適であると考えます。これらの意味を再認識し、7月の昼間行われる清掃直後に灯籠を流すことを止め、事前清掃のセレモニーの中でこの事業の意義を伝えることに切り替えました。
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